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熱的性質は熱重量分析 (T G A) 、示差熱分析 (D T A) および示差走査熱量分析装置 (D S 
C differential scaning calorimeter) 等の熱分析装置を用いて調べる。このような熱分析
法は比較的古い分析法の一つであるが、最近の著しい電子技術の進歩によって取扱の簡便さ、分
析精度の向上およびデータの処理の速さなど自に見張るものがある。そこで今回は、新規に設置
された示差走査熱量分析装置 (D S C) を用いて合成高分子の熱的性質(融点、ガラス転移温度、
液晶温度等)を種々の条件下で調べると共に、データの解析技術を修得する。













図 1 熱流速DSC の概略図 1 ) 
たは出ていく)熱量は、試料と周囲との温度差、すなわち、試料と基準物質との温度差に比例す











標準物質:7'ルミニウムプレートあるいは A I 203 粉末
但し、従来型は空気中で測定
測定温度範囲: O'C ,.." 725 'C 
(50m I 1i n) 雰囲気:窒素ガス流量
















































と、古い型による融解温度は約 8 'C 低く、
必ずしも十分に解明されていない。
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180 140 100 これは測定雰ピークはブロードである。
囲気あるいは加熱条件に影響したのか明























ラス転位温度は文献値 (17Q.C)2) より低い。 高分子物質のガラス転移温度
(加熱速度: 10.C/岡 in. ) 
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(冷却・加熱速度: 10t/悶 in. ) 
は目的とする温度近くで融解を起こす熱量標準
図 4物質を選択すべきである。求めた装置定数を用
データ処理して測定された値より約 7 J / 9 QJ/g であり、
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ような DSC 曲線は物質に特有なピークを示すこ 標準物質による装置定数 (K) の決定図 5
とが多く、物質の同定に利用されることもある。














「物質科学のための熱分析の基礎J ，共立出版，東京 (1 9 9 6 年)
著， r合成高分子 n J ，朝倉書店‘東京 (1 9 7 5 年)
f機器分析のてびき③(熱分析) J ，化学同人，京都 (1 9 9 6 年)
著司安俊1 )斎藤
2 )結城
3 )荒川
。。
ι 一}吉一平明.大田
著，同1
